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The present studics wel・e undertaken to elucidate the cffects of color on thesetト  

Iement behavior of abalolle，〃α～ざ¢ifぷ〔♪ゐγd8～gぶノdiざぐ1JβREEVE．Ten young abalone，12脚  

20mmin5he11length．1Vere plaeedin t】1e bottomof a blue ea那 Witlla Sing】e－eOlor or  

a two－CO】or plate made or methacrylatel・eSin．Thecage wassu5pendedin an aquariuln．  

The number of shells which settled on the plates was counted at120r24hourinter・  

vals fol・5 to ‖〕consecutive dヱIyS．  

The settlement rate of aba】onein thell＄ingle－COlolt p】ates tesled v；ll・ied from  

O to94％，and deoreaselin tlle fo】lowing order：deep purplish red，Orange，yellowi5h  

re（】，gray，yeIlow，那een，black，Opaque Whi紙】ight purple，blue，and co】orless．  

The dirfel・elleein distribution of abalone t）e抽een the two colors or）the two－COlor  

plaとe was also tested by u5ing 56two－eOlor plates，lVhicllwere made by various  

combinations of the」‖ dlrOmaとic and tlle5achromatic plates．1、he differe11Ce between  

the two co】ors o】1t‡le16 two－COlor plates was significanlat the トpercentlevel．  

The resuIts sholVed とIlat t】1e yOung abalone tend to settle on the chro汀Iatic plates  

W汗h8 maXimum spectralreflectance at550－70011m and（）n the achromatic olleS With  

low reflectance and transmittance，  

Key words：al）alone．chromatic plate，Se【tle！nentl・ate   

アワビは仙般に主飼料となる海藻の繁茂する岩榔こ生息する定着性生物であるが，剛引こ′ト範  

囲を移動する習性を持っている。定着および移動に関係する要瀾はして産卵（猪野1952），種腰  

（猪野1966），徹底地灘（井上1973），分布密度（井上1973），大きさ（井上1973），飼料（ⅠヰARADA  

and KAWASAK王1982）琴が報告されているが，‡当然環境においてほ更に幾つかの未知要因の青春  

が推測される。主に夜間活動し昼間は岩陰等に潜む習性より明噸は移動と付菊に密接に関与する   
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と考えられるが，岩盤の色調の影蘭については明らかにされていないようである。   

著者琴は水槽中のアワビの行動を観察し，岩盤への付着は岩面の粗密のほか色別に影響増れる  

ことを知ったので，分光特性の輿なる14種幾の有彩色および5穐敷の無彩色メタアクリル樹脂板  

から作った単独色および2色艶色付菊枝を用い，付着板の色調とクロアワビ椎貝の付着率の関係  

を那べた。爽放免件下において，付溶率は付着板の色調により相違し，付菊枚の分光特性との間  

に相関関係を見出したのでここに報告する。  

実 験 方 法   

供就負および飼育数置 栽培漁業センタ叫から提供された敷佼12－20n－－Ⅵのクロアワビガ最ゐは  

伊βrd¢まねノdfβC鮎βREEVE200欄を乾燥ワカメ飼料で約1月間水槽鋼管したのち爽験に供した。飼  

育装置は循環用ポンプ，グラスウールとゼオライトを充てんしたろ過槽付50i谷ガラス槽（縦30  

Cm，横60c汀l，高さ36cm）10憫，ガラス水槽を収容する大型水槽（縦110cm，横220cm，高さ50cm）お  

よび循環式低温恒温機で構成され，太陽光線の麗射を防ぐための略幕を備えた北側の部屋に設置した。   

メタアクリル樹脂根の分光特性 色調の異なる19穐顆の市販メタアクリル樹脂板についてCMS－  

1000型分光光度計で測定した可視城の分光反射率および透過率をFig．1に示す。  
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Fig．1－A－2   

J都）  

F痩．l．Spectra王distribution curves of the co】orplate5madeofmethaぴyi8tereSin・  

A－1and A－2：reflection curves， B－1andlヨー2：trarlSmission eurves，  

Y，yellow；LY，light ye互low；Y軋 yellowish red；0，Orange；DPR，deep  

purplish red；GY，gray；PBG，pale blue green；B，blue；DGIヨ，dark  

grayish brown；BK，bl網k；01軋 opaque w】1ite；LP，】ight purple；PP，  

purplish pimk；YG．yellow green；TW，tranSlucent w】lite；G，green；  

DG，deep green；DI∋，deep blue；CL．eolorlessし．   
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Fig．1－B－2   

単独亀メタアクリル樹脂棟へのアワビ付着数の測定 Fig．2に示すごとく，麗径19，高さ8cロー  

の円形脅色ポリエチレンかごの底部に10欄の稚貝を並べ，その上に朝蜜虚根形付栗板を置き，か  

ごの開口部ほ免網で緩い，綿糸で縛ったのち水槽中に垂下した。毎日9時，または9時と17時に  

板上の個体数を計り，測定後貝はかごの底に分散させた。海水は比盈1．025－1．026，水温18…22  

℃に保ち，約3．5】／minの割合で循環させた。例の取替ほ日曜冒を除き1日1臥 ろ過糟の清掃  

Fig．2．Apparatu50f experiment．   



堀自著桑・野田宏行・天野秀臣  022   

は1週間に1回，海水交換と水槽清掃ほ2週間に1一重】の割合で行った。イ寸菊板は厚さ0．2cIllのメ  

タアクリル樹脂板を幅6，長さ12clれの長方形に切断し，中央部を蔽角に折りij11げたのちアセトン  

に15…20分間授して表面の可溶成分を除き，さらに水枕してから使用した。   

2亀配色メタアクリル樹脂根へのアワビ付着数の測定 帽4，成さ12c‡】1の色彩の輿なる2偶の  

切恕屋根形メタアクリル樹脂板を並列し，上面を防水接着テ岬プで接続した2色配色付着板1絶  

と椎貝10個を脊色かごに入れ，水槽中に垂下した。各員9時と17時に2色艶色薇の各色廠上に付  

着した個体数を計り，ついで貝はかごの底に分散させた。  

結  果   

単独色付藩校へのアワビ付潜 4群のアワビを用い，色調の異なる10櫛雉のメタアクリル樹脂  

板への付菊数を9時から17時の間は1時間間隔で，その後は翌朝9時に測定した。また付着棟内  

面に椎貝10個を付着させたのち水槽に入れ，残留数の経時変化を調べ，Fig，3の結果を得た。  
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Fig．3．rrime－COurSe Of tbe nuIⅥber of you】lg aba】one respondent to si礪1e－CO】or plates  

with various co】ors．  

Ten shells are placedin the bottom of a blue cage with a sing】e－COlor plate  

or on theinner surface of the plate．Thenumber of shellsぶettled on the plate  

are counted every hou】∴ Al）breviations are the same aslegendsin Fig．1．  

ユ0棟類の各色付魔板の付肇率ほ0－鵬90％で，色調によって著しく相通し，80血90％の高率色（え  

んじ，橙，灰），30仙80％の車率色（米，累，緑）および0％♂）低率色（常，紫昧びんく，鉦 無  

色）の3群に大別された。付着率がほぼ一髪の水準に適し，且つ盛合，離散画架験の結潔が山致  

するに要する時間は高率色板でほ8時間以内，低率色放では8脚24時間であったが，中率色板で  

は24時間を経ても事喝爽倣の結束は…d致しなかった。   

橙および膏色板各4欄ずつと8群のアワビを用い，付菊数を1日11頭ずつ5E＝瓢湖窟し，つい   
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で両色板群を入れ替えてから5日間，更に両色板野を絞初の組合せに戻して5日間，合計15日間  

測定した結果をFig．4に示す。  
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F蝮．4．Comparison of the number of young abalone respondent to the single－COlor plate  

With orar嶋e Or blue color、  

Ten shells are placedin血e bottom of a blue eage witb an orar唱e Or a blue  

plate．The number of shells settled on the p】ate are counted once a day for15  

consecutive days．SymboIs and barsindicatethe n職anS and the standard deviations，  

respectively，  

橙色板群の1日平均付着率は52－98％で，潜色赦群の0－41％にくらペ明らかに高かったが，  

両色板群ともに4偶の間で可成りのバラツキが見られた。付著率は特定色調の付溶板間で明らか  

に相違するほか，貝の飼育前歴，その他婆E馴こよっても可成り膨響されることが分った。   

付菊率と付着板の分光特性の関係を明らかにするために8群のアワビを用い，分光特性の爽な  

る11穫敷のメタアクリル樹脂板への付着数を毎日9時と17時の2回ずつ，10飢間測定し，Fig．5  

の結果を得た。   

各色板の平均付着率はえんじ（愚問94，夜間93％），橙（81，87％），朱（鋼，77％），灰（50，  

68％），輩（52，45％），緑（26，39％），黒（21，32％）の順で盛間（90017時）より夜間（17－9  

時）に多く付着する傾向が見られたが，不透明乱 紫味びんく，習，透明触色枚には殆んど付菊  

しなかった。各色板の付着率と分光特性を対比させると，7校顆の有彩色板の付着率は550－700  

nmの長波凝城に比較的低い反射率ピ岬クを示すえんじ，橙，発色板で高く，500nm以下の短波  

佼城に反射率ピ…クを示す潜，紫味びんく板で低い傾向を認めた。併用した有彩色根の光透過率  

ほ10脚35％の比較的狭い範囲内にあり，付菊率との間に特産の関係は見出せなかった。反射およ  

び透過率が金波佼城にわたりほぼ水平な曲線を示す4轍類の無彩色板の付着率はほぼ反射率に反   
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Fig．5．Comparison of the number of young abalone respondent to the singleqcolor  

plates with various colors．  

Ten shells are placedin the bottom of a blue cage with a single－COlor plate．  

The number ofshellswhieh settledon the plate are eounted at9：00（¢）and  
17‥00（＠）a擁forlOeon＄eeutivedays．SymboIsandbarsindicate themeans  
and the standard deviations，reSpeCtively．Abbreviation5are the same aslegends  

illFig．1．  

比例し，灰，累色板で高く不透明白色板で低かった。但し反射率ほ低いが商い透過率を示す無色  

透明板の付着率は例外的に低かった。   

2亀配色付着根へのアワビ付着14橡頼の有彩色および5種類の無彩色メタアクリル樹脂板を  

組合せた55組の2色配色板と10群のアワビを用い，それぞれの2色枚間の分布を1日2回ずつ4 

別間測定し、Fig．6の結果を得た。  

14橡顛の有彩色板を組合せた29組の2色配色板における2色検問の分布は99％の侶板度で8組  

（恥1，2，3，7，8，9，11，13）にそれぞれ有意凌が認められた。有意差は分光特性が互  

に近似する色板間では認め稚いが，反射率ピークを示す波長城が経れるに従って増大し，特に550  

山700nmに反射率ピークを示すえんじ，橙，栄，紫色板と400仙550nmにピ…クを示す脅，淡常  

緑，洗練，淡紫色板を組合せた時顕著であり，前者の色板群に多く付著した。長短両波虜闇に2  

偶の反射率ピ鵬クを持つ紫味びん〈，淡紫色板の付着率ほ山般に低く，また550…－700nm波長域  

に反射率ピークを持つ色板群でほ反射率が低いと付着率は高〈なる傾向が見られた。   

5種類の無彩色板を組合せた5組の2色配色戚では99％の信頼度で2組（Nは4，14）に有意差  

が見られ，反射および透過率の低い灰，発色板を反射率の商い白または透過率の商い無色椒と組  

合せた場合有窓遵は闘署であった。   

有彩色椒と無彩色板を組合せた21組の2色配色板では99％の侶轍皮で6組（No，5，6，10，12，   
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Num電光r Of sheユ適se吐通d on two－C01Dr pla短  Nur正治rOf shems se地d on  

七WO－COlor plate  

F癌．8．The differencein distribution of young abalone between the twocolors on the  

two－eOlor plates with various co王ors．  

11en shells and the two－eOlor plate are placedin the bottom of a blue cage．  

The number of＄hells settled on eaeh color piatewithdi抒erenteolors are eounted  

at9：00andま7：00eaeh（王ay fol・4consecut主ve days．SymboIs and barsindicate  

the means and the standard devi盈tions，reSpeetive王y．Stars show the difference  

between the two colors at5－PerCentlevel（＊）and theトpercentlevel（＝）of signi・  

ficance．Abbrevia貢ons are血e same asIegendsin Fほ．1．   

15，16）に有窓差が認められ，低透過率の灰，墨色板を400剛・500nmに反射率ピークを有する脊，  

深緑色板と組合せた軋また600nm以上iこ反射率ピ…クを示す橙，発色板を商反射率の不透明お  

よび半透明白色板と組合せた時有憩差を生じ，それぞれ前者に多く分布した。  

考  察   

アワビの行動に関係する粟国として若干の知見が報告されているが，自然界では更に未知の要  

因が複雑に関与していると思われる。例えば昼間岩陰等に潜み，夜間活動する習性から明暗は移  

動および付着に関係し，水槽中の貝の行動より付着率は付溶板の色調，表面の親密のほか貝の飼  

育前歴轡によって変化すると推定された。したがって，付着率と色調の関係を明らかにするにほ  

色調以外の関係賓陸lの彩響を出来るだけ消去または一山走に保持して測定する必要がある。   
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単独色板による付着率測定法は貝群または測定目時のいずれかを輿にするので，その焉汐啓を受  

け，測定結果の変動幅は可成り大きい。したがって，本法によi）各色板の付着順位を決めるには，  

貝群その他の測定条件を出来る限り－蒐にし，数回測嘉した結果を比較する必繋がある。2色配  

色付着板法は同山の貝群と水槽を用い，同日時に2色板間の分布を測定するため色調以外の関係  

安閑の彩蘭を山定に保ち易く，測定結果はおもに両色椒の色調の差を反映すると考えられる。し  

たがって本法による測定結束ほ2色横間の色の相違を反映すると解釈されるが，2色板の片方の  

色枚の付菊率ほ他方の色根を変えることにより変化するので，配色の異なる2組以上の2色板間の  

付強練束を比較することはできない。また，両測定法を通じ各色付潜板の付着率がそれぞれの色別  

に対するアワビの好嫌の強さを教わすと仮定すると，好嫌の強い色板群に対してほ速やかに反応し，  

藤倉と離散結果は半日ないし1日でほぼ血走倦に適するが，好嫌の弱い色板群，特に衆，緑色糸色  

板に対しては過〈，且つ付着率は可成ー）の帽で変動した。2測定法に関する上述の反所と短所を  

考慮の上，得られた測定値より各色板の色調と付溶率の関係を検討した結束，タロアワビ椎貝は  

凝波長城に比較的低い反射率ピークを持つ有彩色板と低反射率および低透過率の無彩色板に好ん  

で付著する性質を持つことが推定された。白色またほ無色透明椒にくらべ，灰色板に多く付着す  

る傾向はアワビが過度の時きを持つ岩陰琴に好んで生息する習性と山致するが，えんじ等の赤色  

糸色調を好み常緑色糸色調を忌避する傾向とアワビの生態との閑適層三についてほ今後の検討に待  

たねばほらない。アワビが無彩色板とともに有彩色板に対しても好嫌の反応を示し，特産色別の  

付潜板に多く巣食し，また忌避して離散する性質は人工魚礁への住み付き，放餐稚貝の離傲瀾用二  

等アワビ生育場の管理に利用される可能性を持つと思われる。   

付着率が付着板の色調によって相違する事実はアワビが何等かの方法でそれらの色調を識別す  

る能力を持つ可能性を示唆するが，貝類の色覚に関する研究は硬骨魚幾，こん虫類に比べて乏し  

く，その存在は一般に承認されていないようである（藤本1982）。仮にアワビが戎程度の色別能  

力を持っていても，特定の色調に対する好嫌が弱いため明瞭な付着反応を示さず，また色以外の  

諸要因の影轡を受けて行動する場合もあるので，色覚の存在については更に粕寒な実験条件のも  

とに色に対するアワビの行動を観察するとともに視物質の分光測定琴の客観的方法を併用して検  

討する必要があると思われる。  

本研究の山部は日本鋼管株式会社の受託研究費により行われた。アワビ椎貝の入手については  

三濃艶ならびに愛知県栽培漁菜センター，徳島輿水底泥輿公賓対策基金加島竃茹薬場，メタアクリ  

ル樹脂板の分光特性の測産にほ村上色彩株式会社にそれぞれ御協力をいただいた。ここに記して  

深く謝意を来します。  
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